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概要 

【目的】 

協会けんぽは、保険財政の安定を図ることが課題となっており、医療費の地

域格差の要因解明や、それに基づく医療費適正化に向けた戦略的保険者機能の

発揮が求められている。 

 そのため、今回、医療費について全国と比較した宮崎支部の特徴を分析した。 

【方法】 

2019 年度の宮崎支部の加入者一人当たり医療費を診療種別・社会保険表章

用疾病分類別に全国と比較。その内、入院医療費で全国を最も大きく上回る事

が確認された「ⅩⅤ：妊娠、分娩及び産じょく」について、ICD10コード（2013）

を元に、協会の電子レセプトデータから該当する傷病名を有するデータを抽

出。また、出産育児一時金データより 2019年度出産者データを抽出した。 

これらのデータを用いて、まず年齢階級別に出産者数と平均加入者数の比、

出産者入院受療率、平均入院医療費に分解し、全国を基準として個々の影響額

を試算した。また、ICD10 コード 3 桁および 4 桁別に個々の傷病の影響を確

認した。検定の有意水準は 5%で、IBM社の SPSS Ver.26を使用した。 

【結果】 

宮崎支部の入院医療費の中で「ⅩⅤ：妊娠、分娩及び産じょく」が全国平均

から最も高いという特徴があり、宮崎支部の全国 2 位の出産比率の高さは最

大でも約 27.5％影響している試算結果となり、医療費の影響が大きかった。 

傷病別に確認すると、「O24 妊娠中の糖尿病」の内「O244 妊娠糖尿病」が

カテゴリ全体の約 2 割を占める大きな影響を与えており、同傷病の入院受療

率は 4.4%と全国で 2番目に高かった。 

【考察】 

協会けんぽの保険料率算定においては、所得調整や年齢調整は行われるもの

の、出産比率については調整されないため、宮崎や沖縄などの出産比率の高い

地域は妊娠等にかかる医療費水準は高くなり、加入者の負担となる。 

しかし、出産の多さを踏まえても、宮崎支部では妊婦の入院受療率の高さや

「O24妊娠中の糖尿病」の入院医療費が高いなどの特徴が存在し、特に「O244 

妊娠糖尿病」が高かった。 

今後は疾病予防のための啓発広報の実施や、医療費適正化に向けた具体的な

対策の検討を行っていく予定である。 
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